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ABSTRAK 

 

Nama  : Asnandita Raras Pramesti 

Program Studi  : Bahasa dan Kebudayaan Jepang 

Judul  : Karakteristik Yakuwarigo pada Anya dalam Animasi Spy x Family 

 

Ragam bahasa yang digunakan untuk menggambarkan identitas, karakteristik, maupun 

latar belakang tertentu dari seorang tokoh dikenal sebagai istilah yakuwarigo. Salah 

satunya ditemukan pada tuturan tokoh Anya Forger dalam serial animasi Spy x Family. 

Sebagai karakter anak-anak, Anya menggunakan berbagai bentuk tuturan tidak baku 

yang berbeda dari kaidah bahasa Jepang standar. Penelitian ini bertujuan 

mengidentifikasi bentuk tuturan tidak baku yang digunakan oleh tokoh Anya Forger, 

mendeskripsikan pola pembentukan secara morfologis, serta menjelaskan fungsi 

penggunaan tuturan tidak baku tersebut dalam pembentukan karakter. Penelitian ini 

menggunakan metode deskriptif kualitatif dengan teknik simak dan catat. Data 

penelitian berupa tuturan tidak baku Anya Forger yang diperoleh dari serial animasi 

Spy x Family musim pertama hingga musim ketiga. Data kemudian dianalisis 

berdasarkan teori yakuwarigo, teori bahasa baku dan tidak baku, teori teineigo dan 

pseudo-masu, serta teori overgeneralization pada bahasa anak. Hasil penelitian 

menunjukkan bahwa terdapat 32 tuturan tidak baku yang terdiri atas 14 data pseudo-

masu, 5 data kontraksi atau pemendekan bunyi, 8 data pelafalan anak-anak, dan 5 data 

bentuk leksikal atau ungkapan khas anak. Secara morfologis, bentuk pseudo-masu 

terbentuk melalui penambahan akhiran ～ます yang tidak sesuai dengan kaidah bahasa 

Jepang standar. Adapun kategori lainnya menunjukkan karakteristik perkembangan 

bahasa anak berupa perubahan bunyi, penyederhanaan bentuk, dan penggunaan 

ungkapan khas anak, serta kecenderungan overgeneralization terhadap pola bahasa 

yang telah dipelajari. Hasil analisis juga menunjukkan bahwa penggunaan tuturan tidak 

baku tersebut berfungsi memperkuat karakterisasi Anya sebagai tokoh anak-anak yang 

polos, lucu, dan belum sepenuhnya menguasai bentuk-bentuk bahasa Jepang standar. 

Dengan demikian, tuturan tidak baku pada Anya merepresentasikan konsep 

yakuwarigo sebagai salah satu sarana pembentukan karakter dalam media fiksi. 

 

Kata kunci: yakuwarigo, pseudo-masu, Spy x Family. 
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 概要 

 

名前： アスナンディタ・ララス・プラメスティ 

学科：日本語日本文化学科  

題名：アニメ『スパイ×ファミリー』のアーニャに見られる役割語の特徴 

登 場 人 物 の アイ デ ン テ ィ テ ィ や 性 格 、 背 景 な ど を 表 現 す る た め に 用 い ら れ る 特 徴 的 な 言 語 

表現は、「役割語（やくわりご）」と呼ばれる。その一例として、アーニメ『SPY×FAMILY』に登場するアーニ

ャ ・ フ ォ ー ジ ャ ー の 発 話 が 挙 げ ら れ る 。 子 ど も の キ ャ ラ ク タ ー で あ る 

アーニャは、標準日本語の規範から逸脱したさまざまな非標準的発話を用いている。本研究の目的は、アー

ニ ャ ・ フ ォ ー ジ ャ ー が 使 用 す る 非 標 準 的 発 話 の 種 類 を 明 ら か に し 、 そ の 

形 態 論 的 な 形 成 パ タ ー ン を 分 析 す る と と も に 、 そ れ ら の 発 話 が キ ャ ラ ク タ ー 形 成 に お い て 

果たす機能を考察することである。本研究では、記述的質的研究法を採用し、視聴・記録法によってデータ

を収集した。分析対象は、アニメ『スパイ×ファミリー』第 1 期から第 3 期までにおけるアーニャ・フォージャーの非

標 準 的 発 話 で あ る 。 分 析 に は 、 役 割 語 理 論 、 

標準語・非標準語理論、丁寧語および疑似「ます」形理論、さらに子どもの言語における過剰一般化理論

を用いた。分析の結果、非標準的発話は合計 32 例確認された。その内訳は、疑似「ます」形が 14 例、音

の 短 縮 ・ 縮 約 が 5 例 、 幼 児 発 音 が 8 例 、 子 ど も 特 有 の 語 彙 ・ 表 現 が 

5 例 で あ っ た 。 形 態 論 的 に は 、 疑 似 マ ス 形 は 標 準 日 本 語 の 文 法 規 則 に 従 わ な い 語 形 に 

「～ます」を付加することで形成されていた。一方、その他のカテゴリーには、音韻変化、語形の単純化、子ど

も 特 有 の 表 現 の 使 用 、 お よ び 既 習 し た 言 語 規 則 に 対 す る 過 剰 一 般 化 と 

い っ た 子 ど も の 言 語 発 達 の 特 徴 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 こ れ ら の 非 標 準 的 発 話 は 、 ア ー ニ ャ の 

純 粋 さ や 愛 ら し さ 、 さ ら に 標 準 日 本 語 を 十 分 に 習 得 して い な い 子 ど も ら し さ を 表 現 し 、 

キ ャ ラ ク タ ー 性 を 強 調 す る 役 割 を 果 た して い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 

ア ー ニ ャ の 非 標 準 的 発 話 は 、 フ ィ ク シ ョ ン 作 品 に お け る キ ャ ラ ク タ ー 形 成 の 手 段 と して の 

役割語の概念を具現化していることが示された。 

 

キーワード：役割語、疑似「ます」形、『スパイ×ファミリー』。 
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